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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年7月17日(2008.7.17)

【公開番号】特開2008-99031(P2008-99031A)
【公開日】平成20年4月24日(2008.4.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-016
【出願番号】特願2006-279186(P2006-279186)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/38     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   1/725    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｍ   1/00    　　　Ｋ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０９Ｌ
   Ｈ０４Ｍ   1/725   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月2日(2008.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振動検出部と振動発生部とを少なくとも備えた携帯端末であって、
前記携帯端末は、
前記振動検出部で検出した振動の情報を記録する振動記録部と、
前記振動記録部で記録した振動の情報に基づいて、前記携帯端末の所持者の振動間隔を算
出する振動間隔算出部と、
前記算出した振動間隔に基づいて、前記携帯端末において着信を検出した場合の振動発生
時間と振動停止時間と算出することにより振動発生パターンを決定する振動処理算出部と
、
前記携帯端末における着信を検出した場合に、予め定められた時間内において、前記決定
した振動発生パターンで振動を発生させる制御指示を前記振動発生部に送出する振動制御
部と、
を有することを特徴とする携帯端末。
【請求項２】
　振動検出部と振動発生部とを少なくとも備えた携帯端末であって、
前記携帯端末は、
前記振動検出部で検出した振動の情報を記録する振動記録部と、
前記振動記録部で記録した振動の情報に基づいて、前記携帯端末の所持者の振動間隔を算
出する振動間隔算出部と、
前記算出した振動間隔に基づいて、前記携帯端末において着信を検出した場合の振動発生
時間と振動停止時間と算出する振動処理算出部と、
前記携帯端末における着信を検出した場合に、前記着信の検出後、予め定められた時間内
において、振動を検出した時点を基点として、前記算出した振動発生時間と振動停止時間
とを一サイクルとする振動の発生の制御指示を前記振動発生部に送出する振動制御部と、
を有することを特徴とする携帯端末。
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【請求項３】
　前記振動処理算出部は、
前記予め定められた時間内において、一サイクルが終了後、振動を検出した時点を基点と
して、前記算出した振動発生時間と振動停止時間とによる、新たな一サイクルの振動の発
生の制御指示を送出する、
ことを特徴とする請求項２に記載の携帯端末。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２１】
　請求項２の発明は、振動検出部と振動発生部とを少なくとも備えた携帯端末であって、
前記携帯端末は、前記振動検出部で検出した振動の情報を記録する振動記録部と、前記振
動記録部で記録した振動の情報に基づいて、前記携帯端末の所持者の振動間隔を算出する
振動間隔算出部と、前記算出した振動間隔に基づいて、前記携帯端末において着信を検出
した場合の振動発生時間と振動停止時間と算出する振動処理算出部と、前記携帯端末にお
ける着信を検出した場合に、前記着信の検出後、予め定められた時間内において、振動を
検出した時点を基点として、前記算出した振動発生時間と振動停止時間とを一サイクルと
する振動の発生の制御指示を前記振動発生部に送出する振動制御部と、を有する携帯端末
である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項３の発明において、前記振動処理算出部は、前記予め定められた時間内において
、一サイクルが終了後、振動を検出した時点を基点として、前記算出した振動発生時間と
振動停止時間とによる、新たな一サイクルの振動の発生の制御指示を送出する、携帯端末
である。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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